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Market  Column 
“スモール＆ライト”の自動車市場 
 
 消費者が好むのは小さくて軽いクルマ。国内

の自動車市場は、“スモール＆ライト”（small & 
light）の波にさらされています。 
 ２００７年度上期の車名別販売台数で、首位は

スズキのワゴンＲ１０万６９１１台。第２位はダイハ

ツのムーヴ９万６２１７台。いずれも第３位のカロ

ーラ６万３１２１台に大きく水をあけている。 
 ベスト１０に軽自動車が６車入っているのも特

徴的で、登録車でランクインしたヴィッツ、フィッ

ト、パッソもいわゆるスモールカーです。要は上

位１０車のうちカローラを除く９車が、スモール＆

ライトというわけです。  
          ◆        ◆ 
開発段階を見ても、トヨタが超小型車「ｉＱ」を

今年９月のフランクフルト国際自動車ショーに出

展。全長２.９８ｍで、欧州トヨタの最小型車「アイ
ゴ」より４２.５cmも短くなっています。 
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独フォルクスワーゲンも同ショーでコンセプト

カー「ＵＰ！」を発表。全長３.４５ｍ、全幅１.６３ｍ
の４人乗りコンパクトカーです。今年発売になっ

たフィアット「５００」も欧州で話題となり、来年に

は日本市場にも投入される予定です。 
シティコミューターとも呼ばれるコンパクトカー

の需要増は、都市部の道路・駐車場事情が大き

く影響しています。小さくて、軽くて、経済的。し

かも機能性に優れ、環境問題にも対応したクル

マ。これらの条件をカバーしたうえで、最先端の

デザインで自己表現をしたい。自動車販売でも、

こうしたユーザーニーズをしっかりと頭に叩き込

んでおく必要がありそうです。 
 
 クルマの豆 知 識 

M & A 
業界再編が話題と

なるなか、Ｍ＆Ａと

いう言葉が飛び交

います。これは、

Mergers and Acquisitions (吸収と合併)  

の略。主な目的は国際競争力の強化や海 
外進出を容易にするなど、国際市場を視野 
に入れたものが中心で、年々増加傾向に 
あります。中国・アジア市場の本格的開拓 
を睨んで、国内自動車業界にもその嵐が 
訪れるかもしれません。 

私たちは環境と福祉を考え、健全なモーター・ライフを応援しています。 
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 アーリア アウトソーシング グループ  
許認可申請について 
お気軽にご相談ください 
アーリア行政書士法人は、ホームページ上に

「許認可申請事業部」担当者への直接のお問い

合わせメールアドレスを設定しています。 
自動車運送事

業のほか、建設

事業や産業廃

棄物の許可申請

に関するお問い

合わせ等を承っ

ております。お

気軽にご相談く

ださい。折り返し

ご連絡させてい

ただきます。 
 アーリア行政書士法人 許認可申請事業部 
                  （Tel 078-453-3335） 
 
スタッフ登録、常時受け付け中 
まずはお電話ください！ 
営業中はいつでもスタッフ登録を受け付けて

います。ほんの１時間の登録で、アナタがキラキ

ラ輝ける場所みつかるかも！！  
いま転職をお考えの方も、週末だけの単発の

お仕事をお探しの方も、さまざまなご要望にお

応えいたします。まずはお電話ください。 
【フリーダイヤル】  ０１２０－１０６９－５１ 
営業時間：平日 9:00～19:00、 

第 2・3土曜 9:00～18:00 
〒651-0096 神戸市中央区雲井通 7-1-1 
ミント神戸１６階   セッテ ソーニ 株式会社 
 

Ａｕｔｏ－Ｎｅｗｓ  
◆ クルマの平均寿命１１.６６歳、 
平均年齢７.０９歳。長くなる使用年数 
自動車検査登録情報協会の調べによると、２

００７年国内の乗用車平均使用年数が前年比０.
５６年増の１１.６６年で過去最長となりました。平
均使用年数は新車登録されてから抹消されるま

での期間を示すもの。 
国内の全乗用車約４２２３万台の平均車齢も

同０．１９年増の７.０９年となり、１５年連続で最高
を更新。初めて７年台に突入しています。１台の

クルマを長く乗り続ける傾向が顕著で、新車販

売台数の低迷を裏付けるかたちとなっています。

 
 
◆ ディーゼル車排ガス規制の強化へ 
国が２年後に実施の方針 

国土交通省と環境省が、窒素酸化物（ＮＯx）
や粒子状物質（ＰＭ）に関するディーゼル車の

排ガス規制の強化を決めています。 
第１段階は２００９年１０月以降に販売される新

型車を対象とするもので、この時点で世界最高

水準の規制となる見通し。第２段階では、１０年

９月から現行モデルの国産車や輸入車にも適

用する予定です。 
同規制は、ディーゼル車が排出する排気ガス

中に含まれるＮＯxやPMが人体に悪影響を及
ぼす恐れがあるという危険性を応えたもの。各

自治体単位での規制もあります。 
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自 動 車 月 間 販 売 台 数   ９月 資料出典／日本自動車販売協会連合会 日本自動車輸入組合  

（▼は前年同月比マイナス、印なしはプラス）  

新   車 総 合 計 登録車合計   軽自動車合計 

 普通乗用車 小型乗用車  
販 売 台 数 （台） 499,786 328,363 139,681 145,952 171,435 

前年同月比 （％） ▼8.6 ▼9.5 22.4 ▼21.6 ▼6.9 

   

中 古 車 総 合 計 普通乗用車 小型乗用車 普通貨物車 小型貨物車 

登 録 台 数 （台） 324,223 128,172 148,457 １6,281 21,824 

前年同月比 （％） ▼17.1 ▼16.0 ▼15.0 ▼22.8 ▼27.0 

   

輸 入 車 ( 新 車 ) 総 合 計 外国メーカー車  同 ( 中 古 車 ) 総 合 計 普通乗用車 

販 売 台 数 （台） 28,472 24,800  40,520 30,456 

前年同月比 （％） 7.4 0.8  ▼17.7 ▼15.8 

 ９ 月の 自 動 車 販 売  
【登録車 新車販売】 
前年同月比 0.5％減で、27 カ月連続の減少。ト
ヨタは 4.3％減、日産 9.52％減、ホンダ 8.6%減
で、レクサスは国内導入後初のマイナス。 
【軽自動車 新車販売】 
前年同月比6.9%減で、6カ月連続のマイナス。
ダイハツが0.5%増と2カ月ぶりプラス、スズキは
0.9%減で２カ月ぶりマイナスとなった。 
【中古車 登録台数】 
前年同月比 17.1％減の３２万４２２３台で、1８カ
月連続のマイナスとなりました。上半期（４-９月）
では 20年ぶりの低水準。 
輸 入 車 【新車・中古車 登録台数】 
新車は、前年同月比 7.4％増。外国メーカー車
に限れば同0.8％.増となりました。日本メーカー
の逆輸入車は同 91.7%増の伸び。 
 

 9月の 販 売 ランキング (登録車)   
順 通 称 名 メーカー 台 数 前年比% 

1 カローラ トヨタ 11,938 108.3 

2 フィット ホンダ 10,745 97.1 

3 ヴィッツ トヨタ 9,741 90.2 

4 セレナ 日産 8,035 89.9 

5 ヴォクシー トヨタ 7,861 123.1 

6 ノア 〃 7,688 154.3 

7 デミオ マツダ 7,661 120.1 

8 ティーダ 日産 6,630 83.1 

9 エスティマ トヨタ 6,501 80.7 

10 パッソ 〃 6,156 98.9 

軽を含むランキングは１位はワゴンＲ19,538 台、
2位ムーブ 18,084台、その後カローラ、フィット、
ヴィッツが続き、6位にライフ 6,435台、7位タン
ト 8,630 台となり、ベスト１０に軽が４台入る結果
となっています。   
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 自 動 車 登 録  Ｑ＆Ａ  
  納税証明書を紛失しました。 
このままでは、継続検査（車検） 
が受けられないのですが。 

 

Ａ．再交付を受けてください。 
 
     自動車税の納税通知書は、各自治 
体が指定する金融機関やコンビニなど 
で税金を納めると、領収印を押してく 
れます。これによって、はじめて「継続 
検査用の納税証明書」としての効力を 
発揮します。 
 
税事務所または都道府県税事務所 

   で再交付を受けてください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ａｕｔｏ－Ｅｖｅｎｔ 
第 40回東京ﾓｰﾀｰショー 
  会期：10月２6日（金）－11月 11費（日） 
  会場：幕張メッセ 
2007東京トラックショー 
  会期：10月 28（日）－30日（火） 
  会場：東京ビッグサイト 
 

 編 集 後 記 
◆高 速 道 路 の 距 離 別 料 金  
首都高速や阪神高速が距離別制の新料金体

系を発表。来秋にも実施の構えです。道路会社

側は「公平な料金体系」を強調しています。 
これに対し、長距離走行の多いトラック業界な

どからは「実質的な値上げ」と反発の声も。しか

も今回の案では ETC搭載が絶対条件で、不搭
載車は一律最高金額を徴収というかたちです。 
たとえば阪神高速を走行する 
車輌のうち、ＥＴＣを装着して

いないクルマは約３割。

これを一律最高金額

にするのは、どうしたも

のでしょう。 
阪神高速側も産業界などの反発を受け、料

金の上限金額引き下げや割引制度の導入など

を検討していくといいます。非ＥＴＣ車には電子

マネー導入の考えもあるようです。来秋までに

まだ調整が必要なようですね。 （FS） 
 
  Ｆour Seasons 発行  
アーリア行政書士法人 

   〒658-0024 神戸市東灘区魚崎浜町 33 

    兵庫陸運支局西隣 （兵庫県自動車会館１ 階） 
    Tel.078-453-3477  Fax.078-453-3478 
                        http://106951.com 
セッテ ソーニ株式会社 
 〒651-0096 神戸市中央区雲井通７-１-１ 

ミント神戸 16階 
Tel.078-291-4686  Fax.078-291-4787 

http://www.settesogni.co.jp 
 


